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　　岡山大学鹿田地区における環境保全
一特に排水・廃液対策を中心にして一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医学部佐伯清美
1　は　じ　め　に
　　大学における環境保全対策は，構内はもちろん大学周囲の地域全体の環境保全という幅広い視
野のもとに講じるべきであることは言うまでもない。医学部および同附属病院を含む岡山大学鹿
　田地区においても，このような観点から，大気の汚染，水質の汚濁，土壌の汚染，騒音の防止，
および実験実習にともなう廃液の処理に総合的に取り組む態勢をとってきた。ほかの大学や研究
機関と同様に，鹿田地区の場合も排水対策および廃液処理が環境保全において終始緊要な課題と
なってきた。そこで，今回はこれらの2点をめぐる鹿田地区における環境保全のあゆみと現状を
紹介したい。
2　排　水　対　策
　　公害が大きな社会的関心を呼ぶようになり，昭和46年9．月に全学的組織として岡山大学公害防
　止対策委員会が設置された。医学部では昭和48年6月に，鹿田地区における公害防止の実施を周
　知徹底させるために，岡山大学公害防止対策委員会のほかに，医学部独自の機構として岡山大学
　医学部公害防止対策連絡協議会（以下協議会と省略）を設け，同時にその内規も定めた。以後同
　地区における排水・廃液対策は協議会を中心にして推進されることになった。
　　昭和48年6月から49年末までの間に，構内排水枡および側溝の水質検査をpH，　BOD，　COD，
浮遊物質，クロム（6価），総水銀，カドミウム，シアン，亜鉛および鉛の10項目について実施
　した。ところが，昭和50年1月岡山市より，医学部附属病院の公共下水道への排水の水質が下水
　道法第9条の基準値（pH　5～9）に違反している（pH　4．　3）ので，除害施設の設置等適正な処
　置をとるようにとの勧告を受けた。昭和52年3月には，構内排出水の総水銀が基準値（0．005
ppm）を上回っているので適切な措置をとるようにとの前回同様の勧告を受けた。そこで，医学
　部としては各教室・研究施設に注意を喚起する文書を配布するとともに，同年8月より集合末端
　排水の自主的水質検査を開始した。ところが，同年12月排水総水銀の基準値違反について再度勧
告を受け，さらに管理責任者に対する直兜の規定についても附言された。これを受け，学部長名
　で各教室宛通知文書を配付し，水銀及びその化合物の使用量を照会した。この調査結果に基いて，
田平会，教授会，基礎懇談会等において検討を重ね，次のような対策を講じることにした。①使
　用水銀字の確認と用済み液及び2次洗浄液の回収・蓄積・環境管理施設への搬出等の徹底を図る。
②特に水銀含有染色液（ヘマトキシリン）の使用の自主的制限を図る。③試料及び薬品処理に用
いた容器，器具等の洗浄液（2次洗浄液）の回収の徹底を図る。④使用場所等において点検を行
4
う。以上の趣旨を周知徹底させるため，ポスター及びパンフレットを作成し各教室へ配付した。
　昭和53年5月，臨床研究棟の新営にともない，臨床教室を対象に有害物質に係る実験等の調査
を行った。同年7月，臨床研究棟内の特殊廃水用流しの扱いについて検討した。昭和55年8月，
フィルム現像用定着液の廃液処理について，下水へ流さずに貯留し，売り払い手続をとるべく各
教室に通知した。同年10月，排水の水質基準の厳守等について通知文書を各教室に配付した。昭
和56年1月，岡山県等の主催による環境保全講座に用度係担当者が出席し，受講した。
　昭和53年以降，構内からの排水について幸いトラブルは起っていないが，今後もこの状態を継
続させたいものである。
3　廃液対策
　　昭和51年2月岡山大学特殊廃水処理施設が稼働をはじめ，翌52年3月には有機廃液処理施設が
　設置された。これらの施設は昭和53年7月無機廃液部門及び有機廃液部門よりなる岡山大学環
　境管理施設に統合された。また，有機部門が同年末に本格的な廃液処理を開始したのも周知の通
　りである。鹿田地区における廃液対策もこの動きにともなって具体化された。まず，特殊廃水処
理施設設置にともない，同施設における処理計画を立てるための廃棄薬品の貯蔵量調査が，昭和
51年1．月に行われた。ついで同年2，月協議会において，医学部としての廃棄薬品処理対策につい
て検討した。昭和53年7月岡山大学環境管理施設廃液処理技術指導員要項が制定され，排出者自
身の責任における公害性廃液の処理という原則が確立されたのにともない，医学部でも無機及び
有機部門における技術指導員が各講座研究施設等についてそれぞれ登録されることとなった。
　　協議会内規は昭和48年6月協議会設立当初に制定され，同年7月より施行されたが，岡山大学
　環境管理施設の設置ならびに技術指導員制度制定に関連して，同内規を改正し協議会の整備を計
　る必要が生じた。そこで，昭和54年12月，協議会の構成員として従来の岡山大学公害防止対策委
　員会医学部選出委員のほかに岡山大学環境管理施設医学部選出運営委員を加えることとした。ま
　た，各講座研究施設等から1名ずつ選出される協議会構成員は，同時に技術指導員であることが
望ましい旨申し合わせた。さらに，無機及び有機廃液の環境管理施設への搬入の方法についても
取り決めた。・
　　鹿田地区から環境管理施設への廃液搬入の具体的方法は次の通りである。環境管理施設に登録
　されている技術指導員の扱う廃液に対しては，同施設から直接搬入の指示がある。搬入の指示を
受けたら，臨床関係教室の場合は附属病院庶務係に，基礎関係教室の場合は医学部庶務係に搬入
　の日時，内容量その他必要事項を連絡する。事務局への連絡便を兼ねた官用車（附属病院ワゴン）
　の手配を待って，これに廃液を積載し，技術指導員が随行し，搬入する。ワゴンに積載できない
大量の廃液（ホルマリンのみ）の搬入は，取扱業者または学内トラックによることとする。
　　参考までに，昭和55年度の医学部からの無機廃液発生量は，重金属廃液1030乏，水銀廃液
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　465e，シアン廃液1274，合計16226に達した。また，同附属病院からの廃液は水銀廃液20
　eであった。同年度環境管理施設で処理された医学部からの有機廃液量は，可燃性廃液340e，
　難燃性廃液lO70e，合計1410eであった。同附属病院からは有機廃液は搬入されなかった。
4おわ　り　に
　　この拙文は，筆者がたまたま医学部選出の環境管理施設運営委員会委員をおおせつかっている
　関係で投稿の依頼を受けたものである。執筆にあたって，従来の資料に目を通しているうちに，
　岡山大学全体及び鹿田地区における環境保全対策が今の段階まで進みえたのは，多くの関係者が
　高い見識のもとに鋭意努力を重ねた賜物であることを強く感じた。今後は従来の成果のうえに，
　公害防止の態勢をさらに充実させる必要がある。最後に，鹿由地区からは無機及び有機の大量の
　廃液が発生しているにもかかわらず，現在大過なく研究・教育・診療活動を行うことができてい
　る。これは環境管理施設関係各位の御協力に負うところが多く，深く感謝申し上げる次第である。
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